










第 1号議案－５ 

 

 

広島県教育委員会規則及び広島県教育委員会 

訓令の一部改正について 

 

 

 県立学校職員の勤務時間に関する訓令の一部改正及び職員の日直及び宿直の勤務

時間等に関する訓令の一部改正について，次のとおり提案します。 

 

  令和２年３月 16 日 

 

広島県教育委員会教育長 平 川 理 恵 

 

１ 提案の要旨 

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律（平成 29 年法律第 29 号）に

よって，会計年度任用職員の制度が創設されたことに伴い，次の訓令の一部を改正

する。 

 ⑴ 県立学校職員の勤務時間に関する訓令（昭和 30 年広島県教育委員会訓令第２

号） 

 ⑵ 職員の日直及び宿直の勤務時間等に関する訓令（昭和 39 年広島県教育委員会

訓令第６号） 

 

２ 改正内容 

  会計年度任用職員を適用対象としないための規定の整備 

 

３ 訓令案 

  別紙のとおり 

 

４ 施行期日 

  令和２年４月１日 



広 島 県 教 育 委 員 会 訓 令 第  号  

県 立 学 校  
県 立 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 に 関 す る 訓 令 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を 次 の よ う に 定 め る 。  

  令 和 二 年  月  日  

広 島 県 教 育 委 員 会  

教 育 長  平  川  理  恵  

県 立 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 に 関 す る 訓 令 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令  

県 立 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 に 関 す る 訓 令 （ 昭 和 三 十 年 広 島 県 教 育 委 員 会 訓 令 第 二 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に

改 正 す る 。  

   附  則  

 こ の 教 育 委 員 会 訓 令 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

改  正  後  改  正  前  
 

県 立 学 校 に 勤 務 す る 職 員 （ 短 時 間 勤 務 会 計 年

度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （

平 成 三 十 一 年 広 島 県 条 例 第 一 号 ） 第 一 条 に 規 定

す る 短 時 間 勤 務 会 計 年 度 任 用 職 員 を 除 く 。 ） の

勤 務 時 間 に つ い て は 、 職 員 の 勤 務 時 間 及 び 休 暇

等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 広 島 県 条 例 第 五 号 ）

第 三 条 第 二 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 学 校 の 種 類

並 び に そ の 教 育 計 画 等 の 特 殊 の 必 要 に 応 じ 、 任

命 権 者 が 行 う 勤 務 時 間 の 割 振 り は 、 校 長 が こ れ

を 定 め る も の と す る 。  
 

 
県 立 学 校 に 勤 務 す る 職 員 の 勤 務 時 間 に つ い て

は 、 職 員 の 勤 務 時 間 及 び 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （

平 成 七 年 広 島 県 条 例 第 五 号 ） 第 三 条 第 二 項 の 規

定 に か か わ ら ず 、 学 校 の 種 類 並 び に そ の 教 育 計

画 等 の 特 殊 の 必 要 に 応 じ 、 任 命 権 者 が 行 う 勤 務

時 間 の 割 振 り は 、 校 長 が こ れ を 定 め る も の と す

る 。  



広 島 県 教 育 委 員 会 訓 令 第  号  

地 方 機 関  

学 校 以 外 の 教 育 機 関  

県 立 学 校  

職 員 の 日 直 及 び 宿 直 の 勤 務 時 間 等 に 関 す る 訓 令 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を 次 の よ う に 定 め

る 。  

  令 和 二 年  月  日  

広 島 県 教 育 委 員 会  

教 育 長  平  川  理  恵  

職 員 の 日 直 及 び 宿 直 の 勤 務 時 間 等 に 関 す る 訓 令 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令  

職 員 の 日 直 及 び 宿 直 の 勤 務 時 間 等 に 関 す る 訓 令 （ 昭 和 三 十 九 年 広 島 県 教 育 委 員 会 訓 令 第

六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に

改 正 す る 。  

   附  則  

 こ の 教 育 委 員 会 訓 令 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 

改  正  後  改  正  前  

 

（ 趣 旨 ）  

第 一 条  こ の 教 育 委 員 会 訓 令 は 、 職 員 （ 短 時 間

勤 務 会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に

関 す る 条 例 （ 平 成 三 十 一 年 広 島 県 条 例 第 一 号

） 第 一 条 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 会 計 年 度 任 用

職 員 を 除 く 。 ） の 日 直 及 び 宿 直 の 勤 務 時 間 等

に 関 し て 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  
 

 

（ 趣 旨 ）  

第 一 条  こ の 教 育 委 員 会 訓 令 は 、 職 員 の 日 直 及

び 宿 直 の 勤 務 時 間 等 に 関 し て 必 要 な 事 項 を 定

め る も の と す る 。  
 



 

第１号議案－６ 

 

 

広島県教育委員会規則及び広島県教育委員会訓令の一部改正について 

 

 

 職員の旅費の支給に関する規程の一部改正について，次のとおり提案します。 

 

令和２年３月 16 日 

 

広島県教育委員会教育長 平 川 理 恵  

 

 

１ 提案の趣旨 

  職員の給与に関する条例（昭和 26 年広島県条例第 22 号）の一部改正（令和２年

４月１日施行）等に伴い，職員の旅費の支給に関する規程（昭和 28 年広島県教育

委員会訓令第１号。以下「規程」という。）の一部を改正する。  

 

２ 改正内容 

(1) 臨時的任用の職員（非常勤の職員を含む。）の職務の級に関する規定の削除 

(2) 臨時的任用職員を着後手当の支給対象とする規定の整備 

(3) 市町村立学校職員給与負担法の改正に伴い，広島市の小中学校等の教職員の給

与負担が県から広島市に移譲されたことに伴う規定の整備 

 

３ 訓令案 

  別紙のとおり 

４ 施行期日等 

(1) 施行期日 

令和２年４月１日 

(2) 経過措置 

  改正後の規程の規定は，施行期日以後に出発する旅行について適用し，同日前

に出発した旅行については，なお従前の例による。 



広 島 県 教 育 委 員 会 訓 令 第  号  

本 庁  

 地 方 機 関  

県 立 学 校  

学 校 以 外 の 教 育 機 関  

職 員 の 旅 費 の 支 給 に 関 す る 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を 次 の よ う に 定 め る 。  

  令 和 二 年  月  日  

広 島 県 教 育 委 員 会  

教 育 長  平  川  理  恵  

職 員 の 旅 費 の 支 給 に 関 す る 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令  

職 員 の 旅 費 の 支 給 に 関 す る 規 程 （ 昭 和 二 十 八 年 広 島 県 教 育 委 員 会 訓 令 第 一 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に

改 正 す る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

改  正  後  改  正  前  

 

（ 職 務 の 級 ）  

第 二 条  （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 （ 旅 費 の 調 整 ）  

第 三 条  （ 略 ）  

一 ― 七  （ 略 ）  
 
 

八 ― 十 一  （ 略 ）  
 

（ 特 別 日 額 旅 費 ）  

第 六 条  （ 略 ）  

一 （ 略 ）  

二 市 町 村 立 学 校 職 員 給 与 負 担 法 （ 昭 和 二 十

三 年 法 律 第 百 三 十 五 号 ） 第 一 条 及 び 第 二 条

に 規 定 す る 職 員 に 係 る も の に つ い て は 、 当

該 旅 行 命 令 権 者 が 所 轄 の 教 育 事 務 所 長 （ 福

山 市 の 職 員 に 係 る も の に つ い て は 、 管 理 部

教 職 員 課 長 ） と 協 議 し て 定 め る も の と す る 。 
 

 

（ 職 務 の 級 ）  

第 二 条  （ 略 ）  

２ 給 与 条 例 第 二 十 条 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 者

の 行 政 職 給 料 表 に 相 当 す る 職 務 の 級 は 、 一 級

と す る 。 た だ し 、 こ れ に よ る こ と が 適 当 で な

い 場 合 は 、 各 機 関 の 長 は 、 管 理 部 教 職 員 課 長

と 協 議 し て そ の 職 務 の 級 を 定 め る こ と が で き

る 。  
 
 （ 旅 費 の 調 整 ）  

第 三 条  （ 略 ）  

一 ― 七  （ 略 ）  

八 臨 時 的 任 用 職 員 に 赴 任 に 係 る 旅 費 を 支 給

す る 場 合 は 、 着 後 手 当 は 支 給 し な い 。  

九 ― 十 二  （ 略 ）  
 

（ 特 別 日 額 旅 費 ）  

第 六 条  （ 略 ）  

一 （ 略 ）  

二 市 町 村 立 学 校 職 員 給 与 負 担 法 （ 昭 和 二 十

三 年 法 律 第 百 三 十 五 号 ） 第 一 条 及 び 第 二 条

に 規 定 す る 職 員 に 係 る も の に つ い て は 、 当

該 旅 行 命 令 権 者 が 所 轄 の 教 育 事 務 所 長 （ 広

島 市 及 び 福 山 市 の 職 員 に 係 る も の に つ い て

は 、 管 理 部 教 職 員 課 長 ） と 協 議 し て 定 め る

も の と す る 。  
 



１  こ の 教 育 委 員 会 訓 令 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  改 正 後 の 職 員 の 旅 費 の 支 給 に 関 す る 規 程 の 規 定 は 、 こ の 教 育 委 員 会 訓 令 の 施 行 の 日 以

後 に 出 発 す る 旅 行 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 出 発 し た 旅 行 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に

よ る 。  



 

第１号議案－７ 

 

 

広島県教育委員会規則及び広島県教育委員会訓令の一部改正について 

 

 

 へき地学校等の指定基準及び指定に関する規則の一部改正について，次のとおり提

案します。 

 

令和２年３月 16 日 

 

広島県教育委員会教育長 平 川 理 恵  

 

 

１ 提案の趣旨 

  市町立学校の統廃合に伴い，へき地学校等の指定の見直しを行う必要があるため，

へき地学校等の指定基準及び指定に関する規則（平成 24 年広島県教育委員会規則

第２号）の一部を改正する。 

２ 改正案 

  別紙のとおり 

３ 施行期日 

  令和２年４月１日 

４ 根拠規定 

市町立学校職員の給与，勤務時間その他の勤務条件に関する条例（昭和 28 年広

島県条例第 49 号） 

（へき地手当等） 

第９条 （略） 

２ へき地学校及び準へき地学校は，へき地教育振興法施行規則（昭和 34 年文

部省令第 21 号。以下「施行規則」という。）で定める基準を参酌して教育委員

会規則で定める基準に従い，教育委員会規則で指定する。 

３～５ （略） 

第 10 条 職員が在勤地を異にして異動し，当該異動に伴つて住居を移転した場

合又は職員の勤務する学校若しくは共同調理場（以下「学校等」という。）が

移転し，当該移転に伴つて職員が住居を移転した場合において，当該異動の直

後に勤務する学校等又はその移転した学校等がへき地学校等又は施行規則で

定める基準を参酌して教育委員会規則で定める基準に従い教育委員会規則で

指定する学校等（以下「特地学校」という。）に該当するときは，当該職員に

は，へき地手当に準ずる手当を支給する。 

２～６ （略） 



広 島 県 教 育 委 員 会 規 則 第  号  
へ き 地 学 校 等 の 指 定 基 準 及 び 指 定 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め

る 。  

  令 和 二 年  月  日  

広 島 県 教 育 委 員 会  

教 育 長  平  川  理  恵  

へ き 地 学 校 等 の 指 定 基 準 及 び 指 定 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

へ き 地 学 校 等 の 指 定 基 準 及 び 指 定 に 関 す る 規 則 （ 平 成 二 十 四 年 広 島 県 教 育 委 員 会 規 則 第

二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に

改 正 す る 。  

改  正  後  改  正  前  

  
別表第三（第十条関係） 

級地区分 学 校 等 名 
 
一級 

 
三原市立大和小学校 

三次市立作木小学校 

庄原市立小奴可小学校 

〃   八幡小学校 

〃   高野小学校 

安芸高田市立川根小学校 

〃     高宮小学校 

山県郡安芸太田町立筒賀小学校 

〃  北広島町立川迫小学校 

〃  〃    豊平小学校 

世羅郡世羅町立せらにし小学校 

神石郡神石高原町立油木小学校 

〃  〃     豊松小学校 

呉市立豊浜中学校 

三原市立大和中学校 

三次市立作木中学校 

庄原市立高野中学校 

安芸高田市立高宮中学校 

山県郡安芸太田町立安芸太田中

学校 

〃  北広島町立豊平中学校 

世羅郡世羅町立世羅西中学校 

神石郡神石高原町立神石高原中

学校 

三次市作木学校給食共同調理場 

庄原市高野学校給食共同調理場 

山県郡安芸太田町筒賀学校給食

共同調理場 

〃  北広島町豊平学校給食セ

ンター 

別表第三（第十条関係） 

級地区分 学 校 等 名 
 
一級 

 
三原市立大和小学校 

三次市立作木小学校 

庄原市立小奴可小学校 

〃   八幡小学校 

〃   高野小学校 

安芸高田市立川根小学校 

〃     船佐小学校 

山県郡安芸太田町立筒賀小学校 

〃  北広島町立川迫小学校 

〃  〃    豊平小学校 

世羅郡世羅町立せらにし小学校 

神石郡神石高原町立油木小学校 

〃  〃     豊松小学校 

呉市立豊浜中学校 

三原市立大和中学校 

三次市立作木中学校 

庄原市立高野中学校 

安芸高田市立高宮中学校 

山県郡安芸太田町立安芸太田中

学校 

〃  北広島町立豊平中学校 

世羅郡世羅町立世羅西中学校 

神石郡神石高原町立神石高原中

学校 

三次市作木学校給食共同調理場 

庄原市高野学校給食共同調理場 

山県郡安芸太田町筒賀学校給食

共同調理場 

〃  北広島町豊平学校給食セ

ンター 



附  則  

 こ の 教 育 委 員 会 規 則 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 
世羅郡世羅町せらにし学校給食

センター 

神石郡神石高原町豊松学校給食 

共同調理場 
  

（略）  

 
（略）  

 

 
世羅郡世羅町せらにし学校給食

センター 

神石郡神石高原町豊松学校給食 

共同調理場 
  

（略）  

 
（略）  

  
 

別表第五（第十二条関係） 

区 分 学 校 等 名 
 
特地学校 

 
竹原市立仁賀小学校 

三次市立川西小学校 

庄原市立粟田小学校 

 

山県郡北広島町立大朝小学校 

神石郡神石高原町立三和小学校 

山県郡北広島町立大朝中学校 

神石郡神石高原町立三和中学校 

山県郡北広島町大朝学校給食共

同調理場 

神石郡神石高原町三和給食共同

調理場 
 

 

 
 

別表第五（第十二条関係） 

区 分 学 校 等 名 
 
特地学校 

 
竹原市立仁賀小学校 

三次市立川西小学校 

庄原市立粟田小学校 

安芸高田市立来原小学校 

山県郡北広島町立大朝小学校 

神石郡神石高原町立三和小学校 

山県郡北広島町立大朝中学校 

神石郡神石高原町立三和中学校 

山県郡北広島町大朝学校給食共

同調理場 

神石郡神石高原町三和給食共同

調理場 
 

 


